
本紙は再生紙を使用しています。

巻頭言 「効率と無駄」
　／マーケティング委員長　鬼頭則夫…………… ３
平成23年新春　印刷と関連業界新年互礼会  …… ４
祝辞　チャレンジと業態変革を
　一歩一歩進めよう！！ …………………………… ８
身近な催し物のお知らせ…………………………… ９
お知らせ　平成23年度／経済産業省関係
 「税制改正」について …………………………… 10
日印産連新年交歓会  ……………………………… 12
セミナーの案内 …………………………………… 12
「第１回ポスターグランプリ」作品集 …………… 13
㈱光文堂主催「新春印刷機材展」
　／事務局だより ………………………………… 14

も
　
く
　
じ

2011.2
No.471

2

愛知県印刷工業組合

春を待つ山々



 No.471
 平成23年2月10日発行

 発 行 人 髙　　井　　昭　　弘
 編　  集 組 織 ・ 官 公 需 委 員 会
 発 行 所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合
 〒461－0001 名古屋市東区泉一丁目20番12号
 TEL〈052〉962－5771
 FAX〈052〉951－0569
 ◆ホームページアドレス  http://www.ai-in-ko.or.jp/
 ◆E-mailアドレス　jimukyoku＠ai-in-ko.or.jp

　愛知県印刷工業組合が後援する新
春恒例の「光文堂新春印刷機材展」
が、１月21，22の両日、名古屋市中
小企業振興会館（吹上ホール）にお
いて開催された。
　初日の９時半より会場入り口にお
いてオープニングセレモニーが開か
れ、主催する㈱光文堂讃岐秀昭社
長の挨拶、髙井昭弘愛印工理事長ら
来賓の挨拶が行なわれた後、テープ
カットを行い展示会がオープンした。
　機材展は、出展70社300小間の規
模で開催され、各社より自慢の新鋭
機を始め、関連機資材、ソフトなど
が展示された。両日共に好天に恵ま
れ、大勢の見学者が詰め掛け、お目
当ての製品の見学と情報収集に余念
の無い見学者が目立った。また、併
催されたコラボレーション展におい
ても、展示製品の説明に真剣なまな
ざしで聞き入る姿が印象深かった。
　㈱光文堂の発表によると、来場者
数2,020社、8,300名が訪れた。

　今回、㈱光文堂から新製品６機種
が出展された。その中で特に注目を
集めていたのが、高機能デジタルラ
ベル印刷機「KBD XEIKON」である。
デモンストレーションで説明のあっ
た特色を紹介してみると、必要なと
きに必要なだけを生産できるジャス
トインタイム生産、多品種少量対応、
宛名やナンバーリングなどのバリア
ブルデータに対応、印刷物の内容は
同じでも表現方法が違うバージョニ
ング印刷、異なる内容の印刷物を連
続して印刷ができる、などが強調さ
れた。また、環境に易しい独自開発
のトナーについてもアピールがされ
た。生産性と印刷品質が同機の大き
なポイントである。

　・タッチ式デジタルサイネージ
「TOUCHANGE(タッチェンジ)」
　・ダイレクトインクジェットプリ
ンタ「KBD SUPER ダイレクト」
　・フレキソ・レータープレス用版
貼機「KBD 版ピタⅡ」
　・ビジネスフォーム用全自動検査
装置「KBD チェックマスターBF」 
　・シール・ラベル用全自動検査装
置「KBD チェックマスターライト」

■平成23年新春「印刷と関連業界新

年互礼会」を無事済ませることがで

きました。大勢の皆様方に参加いた

だきお礼申し上げます。テーブルを

囲んでのビュッフェスタイルの形式

が定着し、親睦と情報交換に花が咲

き、新春にふさわしい互礼会となり

ました。ただ、挨拶が長すぎるとか、

いろいろご意見を頂戴しております

ので、次回開催の参考にさせていた

だきたいと思っております。

■互礼会に合わせて行いました坂本

先生の講演内容は、次号において詳

報の予定です。ご期待ください。

－ 14 － － 3 －

事務局だより

巻頭言

　年があけてもなお、経済も政治も混沌とした

状況が変わりそうにない今、組合員の皆様方も

大変苦労されていることと思います。（当然僕

もその一人ですが）

　メディアの主導権が、紙媒体から電子媒体に

移り変わり、いったいこの先どうなるのか、ど

う変わったらいいのかなど、考えているつもり

が、実は悩んでるだけで何も考えていないとい

う自分にあきれている毎日です。

　ただ、最近考えていることに「効率と無駄」

ということがあります。

　社内会議で「効率をよくしよう」「無駄をな

くそう」なんていう言葉がよくでてきます。

　言葉としてはとても気持ちがいいんだけど実

際は…？

　いろんな案が出てくるんですが、身勝手なこ

とばかり。

　どういうことかというと、自分の所属する部

署だけの効率を求める話ばかりなんですね。

　そうすると他の部署の効率を悪くする、ひど

いときは、お客様に自分のとこの効率を押し付

けようとする始末です。

　「ちょっと待ってよ！」「おかしくない？」

そんな言葉を待っているんですがなかなか出て

こない。仕方なく口出しをするしかなくなりま

す。

　「お客様の効率を良くするために僕たちは無

駄をしましょう」こんなことを言ってしまいま

した。でも、意味は分かってもらえたような気

がします。

　聞いた話ですが、人間の23対の染色体に入っ

ている遺伝子は、90%意味のない羅列で、遺伝

情報を持っているのは10%もないそうです。

　逆に大腸菌の遺伝子は無駄がなく、ほぼ

100%遺伝情報を持っているそうです。そのた

め、大腸菌は何億年？もの間全く進化がなく

ずーっと同じ形をしているそうで、無駄のあ

る遺伝子を持っている（人を含めて）生き物

はどんどん変化していくそうです。

　そんな話を聞くと、「無駄」も、なかなか捨

てたもんじゃないよなって思ってしまいます。

皆さんはどういう風に考えますか？

「効率と無駄」

マーケティング委員長　鬼頭　則夫
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会場風景「KBD XEIKON」

コラボレーション展



　「平成23年新春　印刷と関連業界新年互礼会」（主
催：愛知県印刷工業組合／協賛：愛知県印刷産業団体
連絡会）が、１月14日午後５時50分より、名古屋東
急ホテルで開催されました。新年互礼会には来賓、関
連業界の方々、組合員など総勢298名が参加しました。
席上、主催者を代表して挨拶に立った髙井昭弘理事長
は、正しい経営、減収増益の経営の必要性を指摘する

とともに、昨年と今年の組合事業を説明、そして抱負
と決意を語りました。
　なお、新年互礼会に先立ち、午後４時より講演会が
開催され、法政大学大学院政策創造研究科の坂本光司
教授が「快進撃企業のぶれない経営の極意」をテーマ
に講演しました。講演会の参加者は267名でした。

　■新年互礼会
　新年互礼会の司会は、岡田邦義副理事長が務めま
した。開会の辞を木野瀬吉孝副理事長が述べた後、
主催者を代表して髙井理事長が挨拶に立ち、「明け
ましておめでとうございます。皆様におかれまして
は、夢の多い新年を迎えられたことと心からお喜び
申し上げます」との言葉に続き、参加者に感謝の意
を表しました。そして業界動向にふれ、次のように
語りました。
　「昨年は電子書籍のいろいろな端末が出てきて、
話題になりました。皆様はこれをどのように捉えら
れたでしょうか。
　また、昨年10月には『2010全日本印刷文化典in岐
阜』が開催され、全印工連（全日本印刷工業組合連
合会）の産業戦略デザイン室が10年先の印刷業界
をデザインした、産業成長戦略提言『ソリューショ
ン・プロバイダーへの進化』を発表しました。
　それには、10年先には市場規模が24％くらい減少
するだろう、事業所数も32％くらい減少するのでは
ないか、という予測が示されていました。この数字
を見て、とても厳しく感じられた方もいらっしゃる
と思いますが、この数字は『楽観的に見る』『厳し

く見る』『中間で見る』という３つの見通しの中間
の数字なのです。したがって厳しく見ると、もう少
し厳しい数字になっていました。いずれにしても厳
しい提言が出されたと思っています。
　そのような中で、飛躍できる印刷会社の条件は、
ソフト・サービスなどの新たな事業領域に取り組ん
で行くこと。そしてクライアントや社会が抱える諸
問題を解決する『ソリューション・プロバイダー』
として役割を果たして行くこと。産業戦略デザイン
室が発表したのは、このような提言だと思います」
　次に髙井理事長は今年の売上に関して、「私はそ
れほど減少しないだろう、横ばいではないだろうか、
と楽観的に見ています」と述べる一方で、「しかし、
利益はどうかとなると、利益が上がって行く外的要
因はほとんど見当たりません。厳しい状況で進んで
行くだろう、と思っています」と利益に関しては厳
しい認識を示しました。その上で「どのように利益
を上げて行くのか、増益にもって行くのか」につい
ては、次のように述べました。
　「やはり各企業が改善活動を通して、コスト削減
に必死になって取り組む。また、正しい経営をして、
利益の上がる正しい価格で、モノ、サービスをお客

－ 4 － － 5 －

挨拶する髙井理事長

互礼会の中締めを務めた
細井副理事長

互礼会の開会の辞を述べた
木野瀬副理事長

互礼会の司会を務めた
岡田副理事長

講演会の司会を務めた
鳥原副理事長

役割分担で活躍した４副理事長

青山一郎課長
中部経済産業局産業部流通・サービス産業課

新年互礼会会場

岩田勇二技監
愛知県産業労働部

岸上幹央部長
名古屋市市民経済局産業部
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様、マーケットに提供する。これを本当に真剣に考
えなければいけない１年だと思っています」
　そして、安易な安売り、無益な価格競争は「自
爆」行為と指摘し、減収増益の経営の必要性を強調
しました。
　組合事業については「全印工連の力を借りて、各
種の勉強会、セミナーを開催し、情報発信をして行
きます。より一層の利用をお願いしたいと思いま
す」と述べた上で、ポスターグランプリ、社員教育、
愛知県印刷会館の件などについて説明しました。
　このうち、昨年開催した第1回ポスターグランプ
リは、本年11月に愛知、岐阜、三重の３県で拡大、
継続した形で開催することを明らかにしました。
　社員教育については「業界で最も不足しているの

は社員教育です」という認識を示した上で、「４月
に新入社員教育を組合が組合員企業様に代わり、徹
底して、厳しく行うことを計画しています」と述べ、
さらに組合が実施するこの新入社員教育には、すで
に35名の申込みがあるが、まだ募集中であること、
実施に当たっては厚生労働省の「ジョブ・カード制
度」を活用することを説明しました。
　愛知県印刷会館の件については、「築50年が経過
し、老朽化が激しく、耐震性にも問題があります」
と建て替えの理由を説明するとともに、「来年度中
に建設できるように今、一生懸命、検討しています
ので、またお知恵をいただきたいと思っています」
と協力を要請しました。
　挨拶の最後に髙井理事長は「今年も皆様のご協力

　○中部経済産業局産業部流通・サービス産業課長
　　青山一郎氏
　今年の干支は「卯(うさぎ)」、「辛卯」の年にあ
たります。「辛」という文字を紙に書き、逆にして
裏返すと、このように「幸」に似た文字になります
（実際に参加者に示す）。
　辛いことをプラスに転化すると幸せに通じるとい
うことです。
　言葉だけでは私の思いは通じにくく、それをこの
ように印刷物にして披露すると、一目で分かります。
メッセージを人から人へ、あるいは重要な情報を伝
えるというのは、印刷の力です。

　特に情報の多くは目から入ってくると言われてい
ます。そういう意味で印刷を通じたコミュニケー
ションがどんどん拡がって行くことを期待します。

　○愛知県産業労働部技監　岩田勇二氏
　「あいちの印刷」を拝見しました。そこには全印
工連・産業成長戦略提言2010「ソリューション・プ
ロバイダーへの進化」が載っており、キーワードは
「ソリューション・プロバイダー」だと記されてい
ました。
　ソリューションですから課題解決。印刷に加えて
周辺のサービスを形として、新しいビジネスモデル
を創造して行くことだと私どもは理解しています。
業態変革は簡単ではないでしょうが、そういう業態
変革を目指して、愛印工様、一生懸命、いろいろな
取り組みをされていると思います。

のもとに、最善の努力を重ねて行きたいと思ってい
ますので、よろしくご協力のほどお願い申し上げま
す」と決意を述べました。
　続いて次の来賓4氏が祝辞（別項参照）を述べま
した。
　○中部経済産業局産業部流通・サービス産業課
長・青山一郎氏
　○愛知県産業労働部技監・岩田勇二氏
　○名古屋市市民経済局産業部長・岸上幹央氏
　○全印工連会長・水上光啓氏

　この後、愛知県議会議員の塚本久氏（愛印工・顧
問）の発声で乾杯し、祝宴に入りました。
　祝宴で参加者は酒肴を満喫するとともに、名刺交
換、情報交換を行い、歓談して交流を深めました。
　祝宴は細井俊男副理事長の中締めにより、お開き
となりました。

　■講演会
　新年互礼会に先立ち、午後4時より講演会が開催
され、法政大学大学院政策創造研究科の坂本光司教
授が「快進撃企業のぶれない経営の極意」をテーマ
に講演しました。
　坂本教授はベストセラー「日本でいちばん大切に
したい会社」の著者としても著名です。講演の中で
坂本教授は、企業経営とは「５人に対する使命と責
任を果たすための活動」と定義し、次の5人を挙げ
ました。
　①社員とその家族
　②社外社員とその家族
　③顧客
　④地域住民
　⑤株主・関係者
　そして、なぜ第１に「社員とその家族」、第２に
「社外社員とその家族」を挙げているかを説明しま
した。また、企業の業績は景気に関係ないと断言し、
業績の低迷を不況のせいにするべきでないと注意を
喚起しました。
　（坂本教授の講演概要は次号で紹介予定です）

　そういう取り組みを継続され、新しいビジネスモ
デルの創造により、大きく飛躍することを期待して
います。

　○名古屋市市民経済局産業部長　岸上幹央氏
　印刷関連業界の皆様方には、環境問題などに関し
て企業にいろいろな影響が出ているのではないかと
拝察します。
　そうした問題に対処する上で課題等たくさんある
と思いますが、これだけたくさんの方がお集まりで
すので、組合相互の連携をなお一層深められ、ビジ
ネスチャンスの拡充、あるいはさまざまなチャレン
ジをしていただき、複雑多様化してきている産業
ニーズに的確に対応して利益の向上を図っていただ
きたいと思います。そして飛躍していただくことを
期待します。
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　今年は2011年。アッと言う間に2011年になってし
まいました。「十年一昔」と言いますが、10年は一
区切りですね。
　昨年の2010年。やはり印刷も大きな節目の年であっ
たような気がしてなりません。もちろん、経済も節目
なのでしょう。だから、印刷も節目だと思います。
　昨年は「電子書籍元年」と言われました。これは
我々は避けて通ることはできません。しかし、どうで
しょう、昨年の５月に「iPad」が出てきました。す
ごかったですね、あの時は！このまま押し切られてし
まったらどうしよう、と思いましたが、今、どうです
か。ちゃんと棲み分けができているではありませんか。
私はそれぞれのメディアは充分、棲み分けができると
思っています。

　■産業成長戦略提言2010
　そのような中で全印工連は昨年２つの大きな取り組
みをしました。
　１つは昨年10月に開催した「2010　全日本印刷文
化典in岐阜」。そこで産業戦略デザイン室が産業成
長戦略提言2010「ソリューション・プロバイダーへ
の進化」を発表しました。
　一言で言うと、10年後の印刷のあり方を示したもの
です。標準的な中位のデータを見ると市場規模は24％

減少。現在、6,100社ある全印工連が想定しています
が、それは既存のビジネスだけを前提にした数値です。
ですから、チャレンジをすれば、新しいビジネスチャ
ンスはいくらでもあるはずだと思います。
　私たちは「業態変革！業態変革！」と言い続けてき
ました。その中のキーワードは「ワンストップサービ
ス」です。印刷というのは「プリンティング」、印刷
をするだけではありません。印刷をコアにして、企
画・編集・印刷・製本を行い、全国に発送して、最後
に効果まで測定する。
　こういうワンストップサービスをするのです。ちな
みに、アメリカでは１ドルの印刷の周りに６～８ドル
の付帯サービスがあると言われています。日本も同じ
です。印刷産業は大きな可能性を秘めていると信じて
前へ進みましょう。
　そのために「産業成長戦略提言2010『ソリューショ
ン・プロバイダーへの進化』」（冊子）を読んでくだ
さい。ちなみに私は3回読みました。それでも、まだ
分からない部分があります。もっと読みたいと思って
いますから、ぜひ読んでください。関連業界の方もぜ
ひ読んでください。そして、それ（産業成長戦略提言
2010「ソリューション・プロバイダーへの進化」）を
ベースにお話をしようではありませんか。将来を語ろ
うではありませんか。

　■全印工連特別ライセンスプログラム
　もう１つは「全印工連特別ライセンスプログラ
ム」です。
　昨年の秋、全印工連とアドビ社を１つのバーチャ
ルと考えて、特別なライセンスプログラムを提供し
ていただきました。大きな事業を展開することがで
きました。まったく新しいビジネスです。
　このライセンスプログラムを実行することによっ
て、組合、組合員の皆様へ初めて具体的な「価格」
という面でのメリットを提供することができました。
　そしてコンプライアンスの面でもメリットがあり
ます。コンプライアンスの問題は今までモラルの
問題で片付けてきましたが、もうそうは行きません。
法律上の問題です。ライセンスプログラムは著作権
侵害のリスクを低減することができます。それが結
果的にコンプライアンスと社会的な地位の向上につ
ながります。

　■チャレンジと業態変革
　私は全印工連の会長に就任した時から、行動する
組織でありたいと思っていました。今年の干支は卯
（うさぎ）。一層、跳ねて回ります。そしてトライ
を重ねて行きたいと思っています。
　組合員の皆様、各企業の皆様は、ぜひ社会に必要
な存在となるように、ぜひチャレンジをしていただ
きたいと思います。そして将来、互いに成長して行
くことになる業態変革を一歩一歩、進めようではあ
りませんか。
　今、我々は雨が降った後に発生した霧の中にいる
ような状態で、視界不良です。
　しかし、この時がチャンスなのです。視界不良の
時にしっかりと業態変革をコツコツと行い、準備を
するのです。いずれ霧は晴れます。晴れたらすぐに
上昇しましょう。お互いに一斉に急上昇しようでは
ありませんか。

－ 8 － － 9 －

祝辞

全日本印刷工業組合連合会

水上 光啓 会長

チャレンジと業態変革を
一歩一歩進めよう！！

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 教育セミナー
 「“見える化”から始める収益改善」
 （パネルディスカッション）
ところ ウインクあいち　902会議室
パネリスト 佐竹一郎氏（大東印刷工業㈱社長）
 松岡祐司氏
 （㈱アサプリホールディングス社長）
 作道孝行氏（作道印刷㈱社長）
コーディネーター
 花房　賢氏
  （ＪＡＧＡＴ研究調査部チーフリサーチャー）
参加費：組合員1人1,000円、一般1人3,000円
※参加費前納　※申込みは愛印工組へ　　
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。
事業・行事 マーケティングセミナー
 「業態変革への挑戦」
ところ ウインクあいち　902会議室
講師①長澤　一成氏（㈱耕文社社長）
　　②福田眞太郎氏（㈱真興社社長）
　　③吉田　茂男氏
 （極東印刷紙工㈱社長室長）
※講師の各社は全印工連発行の冊子「業態変革
　への挑戦100選」に紹介されていますので、
　ご参照ください。
参加費：組合員1人3,000円、一般1人5,000円
※参加費前納　※申込みは愛印工組へ　　
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。
事業・行事 企業見学会
見学先 旭紙工㈱（大阪府松原市）
組合員1人3,000円（組合員外は受付けしません）
定員30名
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。

2月18日㈮
10：00～
　　12：00

2月22日㈫
18：15～
　　20：30

3月12日㈯

事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成22年度下期会議」
ところ キャッスルプラザ
全体会議13:05～  分科会13:55～  全体会議15:20～
「2020年をデザインする～ソリューション
  ・プロバイダーへの進化～」
交流会17:50
事業・行事 ㈳日本印刷学会冬季印刷情報セミナー
 「原点の印刷機上から品質向上」
ところ 東桜会館
会費：会員1人7,000円
　  （3名以上参加の場合は１人6,000円)
　　会員以外1人9,000円

2月18日㈮
  ～19日㈯

2月26日㈯
13：00～
　　16：40

祝辞を述べる水上全印工連会長
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きました。まったく新しいビジネスです。
　このライセンスプログラムを実行することによっ
て、組合、組合員の皆様へ初めて具体的な「価格」
という面でのメリットを提供することができました。
　そしてコンプライアンスの面でもメリットがあり
ます。コンプライアンスの問題は今までモラルの
問題で片付けてきましたが、もうそうは行きません。
法律上の問題です。ライセンスプログラムは著作権
侵害のリスクを低減することができます。それが結
果的にコンプライアンスと社会的な地位の向上につ
ながります。

　■チャレンジと業態変革
　私は全印工連の会長に就任した時から、行動する
組織でありたいと思っていました。今年の干支は卯
（うさぎ）。一層、跳ねて回ります。そしてトライ
を重ねて行きたいと思っています。
　組合員の皆様、各企業の皆様は、ぜひ社会に必要
な存在となるように、ぜひチャレンジをしていただ
きたいと思います。そして将来、互いに成長して行
くことになる業態変革を一歩一歩、進めようではあ
りませんか。
　今、我々は雨が降った後に発生した霧の中にいる
ような状態で、視界不良です。
　しかし、この時がチャンスなのです。視界不良の
時にしっかりと業態変革をコツコツと行い、準備を
するのです。いずれ霧は晴れます。晴れたらすぐに
上昇しましょう。お互いに一斉に急上昇しようでは
ありませんか。
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祝辞

全日本印刷工業組合連合会

水上 光啓 会長

チャレンジと業態変革を
一歩一歩進めよう！！

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 教育セミナー
 「“見える化”から始める収益改善」
 （パネルディスカッション）
ところ ウインクあいち　902会議室
パネリスト 佐竹一郎氏（大東印刷工業㈱社長）
 松岡祐司氏
 （㈱アサプリホールディングス社長）
 作道孝行氏（作道印刷㈱社長）
コーディネーター
 花房　賢氏
  （ＪＡＧＡＴ研究調査部チーフリサーチャー）
参加費：組合員1人1,000円、一般1人3,000円
※参加費前納　※申込みは愛印工組へ　　
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。
事業・行事 マーケティングセミナー
 「業態変革への挑戦」
ところ ウインクあいち　902会議室
講師①長澤　一成氏（㈱耕文社社長）
　　②福田眞太郎氏（㈱真興社社長）
　　③吉田　茂男氏
 （極東印刷紙工㈱社長室長）
※講師の各社は全印工連発行の冊子「業態変革
　への挑戦100選」に紹介されていますので、
　ご参照ください。
参加費：組合員1人3,000円、一般1人5,000円
※参加費前納　※申込みは愛印工組へ　　
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。
事業・行事 企業見学会
見学先 旭紙工㈱（大阪府松原市）
組合員1人3,000円（組合員外は受付けしません）
定員30名
※申込書は愛印工組ホームページよりダウンロードできます。

2月18日㈮
10：00～
　　12：00

2月22日㈫
18：15～
　　20：30

3月12日㈯

事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成22年度下期会議」
ところ キャッスルプラザ
全体会議13:05～  分科会13:55～  全体会議15:20～
「2020年をデザインする～ソリューション
  ・プロバイダーへの進化～」
交流会17:50
事業・行事 ㈳日本印刷学会冬季印刷情報セミナー
 「原点の印刷機上から品質向上」
ところ 東桜会館
会費：会員1人7,000円
　  （3名以上参加の場合は１人6,000円)
　　会員以外1人9,000円

2月18日㈮
  ～19日㈯

2月26日㈯
13：00～
　　16：40

祝辞を述べる水上全印工連会長



　【法人実効税率の５％引き下げ】（法人税・法人住民税）
　国際的に見て高すぎる法人実効税率を主要国並に引き
下げるため、法人実効税率を5％引き下げる。これによ
り、中核的な製造拠点や研究開発拠点の海外流出を抑制
し、国内投資を促進させることで、デフレ脱却・国内雇
用の創出を図る。
　〈現行〉　法人税率＝30％　地方法人２税を含め、法
人実効税率40.7％
　〈改正後〉法人税率＝25.5％　地方法人２税含め、法人
実効税率35.6％
　＊課税ベースが拡大される項目
　特別償却の廃止・縮減（エネ革・事業革新廃止、立地
促進法税制縮減）
　準備金の一部廃止（特別修繕準備金）
　研究開発税制の縮減（税制控除上限30％→29％）
　減価償却の見直し、定率法250％→200％
　繰越欠損金の使用期限　大法人に付き80％に制限（但
し、繰越期間を７年から９年に延長）
　貸倒引当金の一部廃止（非金融・大法人）
　一般寄付金の損金算入限度額の引き下げ（適正化）
　外国税額控除制度の見直し
　【中小軽減税率の引き下げ】（法人税・法人住民税）
　中小企業（資本金１億円以下）の所得金額のうち、年
800万円以下の金額について適用される軽減税率を18％
から15％に引き下げ。
　中小企業の年800万円超の所得部分については、法人実
効税率５％引き下げ。
　〈改正概要〉
　適応期間は３年間（平成25年度末まで）。中小法人の
軽減税率について、現行の特例による税率を３年間の措
置として18％から15％に引き下げると共に、現行の本則
税率を22％から19％に引き下げる。
　〈中小軽減税率引き下げの効果〉
　約73万社に及ぶ多数の黒字中小法人における設備投資
や雇用を促進。
　所得800万円未満の52万社を効果的に支援。
　財務状況が改善され、金融機関からの資金調達が円滑化。
　赤字中小法人においても、将来の利益計上を目指して
必死に経営に取り組む努力を促進する効果。

　平成22年12月16日「平成23年度税制改正大綱」
が閣議決定しました。その中から経済産業省関係の
税制改正を中心に、その概要を一部抜粋しお知らせ
します。　なお、大綱の全文は下記のURLで公開さ
れていますので、詳細はこちらを参照ください。
http://www.meti.go.jp/maqin/downloadfiles/zeise23/
101216a03j.pdf

　【経済成長及び雇用確保を実現するための制作税率の
充実】
　　⑴「アジア拠点化推進税制」の創設　（略）
　　⑵グリーン投資税制の創設（所得税・法人税・法人
住民税・事業税）
　平成22年６月に閣議決定された「エネルギー基本計
画」及び「新成長戦略」を踏まえ、エネルギー安定供給
の確保と低炭素成長社会の実現を目指す。そのため、三
振の技術を駆使した効率的な省エネ・低炭素設備や再生
可能エネルギー設備への投資（グリーン投資）を重点的
に支援する「グリーン投資減税」を創設する。
　〈グリーン投資減税の概要〉
　エネルギー起源CO₂は異種打つ削減または再生可能エ
ネルギー導入拡大に相当程度の効果が見込まれる設備な
どを取得した場合の30％特別償却または法人税額（所得
税額）の７％特別控除（中小企業のみ）。据置期間：３
年間（平成25年度末まで）。
　なお、現行のエネルギー需給構造改革推進投資促進税
制は廃止。
　　⑶事業用太陽光発電設備に係わる課税標準の特別措
置（固定資産税）（略）
　　⑷雇用促進税制の創設（所得税・法人税・法人住民
税・個人住民税）
　「新成長戦略実現に向けた3段構えの経済対策」（平成
22年９月10日閣議決定）を踏まえ、雇用を促進する観点
から、企業の税負担を軽減する措置を講ずる。
　〈改正概要〉
　適応期間：３年間（平成25年度末まで）。当該年度中
に従業員のうち雇用保険の一般被保険者の数を10％以上
かつ５人以上（中小企業者などは２人以上）増加させる
などの要件を満たす事業主について、増加１人当たり20
万円の税額控除ができる制度を創設する。（表参照）
　〈具体的な手続き〉
　①企業は事業年度開始２ヶ月以内に、目標の雇用増加
数などを記載した雇用促進計画を作成し、ハローワーク

に提出→②事業年度終了２ヶ月以内にハローワークより
雇用促進計画について確認を受ける→③ハローワークに
よって確認を受け、交付される雇用促進計画などの書類
を確定申告書に添付することにより適応可能。
　　⑷地球温暖化対策のための税（石油石炭税の課税強
化）（石油石炭税）
　「エネルギー基本計画」（平成22年６月閣議決定）で
は、わが国の温室効果ガスの約９割を占めるエネルギー
起源CO₂の2030年30％（90年比）削減を見込んでいる。
これに必要な対策を中長期的に強化するため、石油石炭
税に「地球温暖化対策のための課税の特例」を設け、各
燃料のCO₂排出量に応じた税制を上乗せ。
　税収はエネルギー対策特別会計のもとで、エネルギー
起源CO₂の排出抑制に真に必要な対策の強化にあて、「新
成長戦略」（グリーンイノベーション）の実現にも貢献。
現下の厳しい経済情勢を踏まえ、税率引き上げは平成23
年10月から足掛け５年に亘り３段階で実施。影響の大き
なエネルギー集約産業や中小企業などには予算措置を含
めきめ細かく配慮。
　【その他の項目】
　１）新設

　　⑴中小企業の集積の再生（所得税・法人税・印紙
税・事業所得税・個人住民税・法人住民税・事業税）
　総合特別区域法（仮称）の特定に伴い、市区町村向け
の高度化事業に供する土地などの譲渡所得の特別控除及
び事業所税の非課税措置などの創設。
　　⑵排出ガス規制に適合した特定特殊自動車に係わる
課税標準の特例措置の創設（固定資産税）
　排出ガス低減効率を得るためには当該規制に適合した
車の早期市場投入及び切り替えの加速化が重要であるこ
とを踏まえ、オフロード法に基づく平成23年基準適合者
を新車規制適合日より先行して購入した者に対する固定
資産税の減免措置を創設する。
　２）拡充（略）
　３）延長
　　⑴企業年金などの積立金に係わる特別法人税の撤廃
（法人税、法人住民税）
　退職年金など積立金に対する法人税の課税の停止措置
について、適応期限を3年間延長する。
　　⑵中小企業の事業再生に伴う不動産取得税の軽減措
置（不動産取得税）
　収益性のある事業を有しながらも過剰な債務を負って
いる中小企業の事業再生を支援するため、譲渡される不
動産に係わる不動産取得税を軽減する措置の適応期限を
１年間延長する。
　４）縮減（略）
　５）廃止
　　⑴事業革新設備などの特別償却制度　
　　⑵中小企業など基盤強化税制・経営革新計画・
卸・小売業・サービス業・情報基盤・地域産業資源活用
事業計画・脳将校など連携事業・教育訓練費（所得税・
法人税・法人住民税・事業税）
　　⑶商工組合などの留保所得の特別控除　
　　⑷特定の資産の買い替えの場合などの課税の特例
（中小企業高度化事業）（所得税・法人税）
　　⑸特定の資産の買い替えの場合などの課税の特例
（大気汚染防止法などの関連）（所得税・法人税）
　　⑹特定の資産の買い替えの場合などの課税の特例
（農工法）（所得税・法人税）
　　⑺産業活力の再生及び生産活動の革新に関する特別
措置法などに基づく不動産取得の軽減措置（不動産取得
税）
　６）適正化（略）
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■お知らせ

平成23年度／経済産業省関係「税制改正」について

「法人税率の引き下げ」「中小軽減税率の引き下げ」
「グリーン投資減税の創設」「雇用促進税制の創設」など



　【法人実効税率の５％引き下げ】（法人税・法人住民税）
　国際的に見て高すぎる法人実効税率を主要国並に引き
下げるため、法人実効税率を5％引き下げる。これによ
り、中核的な製造拠点や研究開発拠点の海外流出を抑制
し、国内投資を促進させることで、デフレ脱却・国内雇
用の創出を図る。
　〈現行〉　法人税率＝30％　地方法人２税を含め、法
人実効税率40.7％
　〈改正後〉法人税率＝25.5％　地方法人２税含め、法人
実効税率35.6％
　＊課税ベースが拡大される項目
　特別償却の廃止・縮減（エネ革・事業革新廃止、立地
促進法税制縮減）
　準備金の一部廃止（特別修繕準備金）
　研究開発税制の縮減（税制控除上限30％→29％）
　減価償却の見直し、定率法250％→200％
　繰越欠損金の使用期限　大法人に付き80％に制限（但
し、繰越期間を７年から９年に延長）
　貸倒引当金の一部廃止（非金融・大法人）
　一般寄付金の損金算入限度額の引き下げ（適正化）
　外国税額控除制度の見直し
　【中小軽減税率の引き下げ】（法人税・法人住民税）
　中小企業（資本金１億円以下）の所得金額のうち、年
800万円以下の金額について適用される軽減税率を18％
から15％に引き下げ。
　中小企業の年800万円超の所得部分については、法人実
効税率５％引き下げ。
　〈改正概要〉
　適応期間は３年間（平成25年度末まで）。中小法人の
軽減税率について、現行の特例による税率を３年間の措
置として18％から15％に引き下げると共に、現行の本則
税率を22％から19％に引き下げる。
　〈中小軽減税率引き下げの効果〉
　約73万社に及ぶ多数の黒字中小法人における設備投資
や雇用を促進。
　所得800万円未満の52万社を効果的に支援。
　財務状況が改善され、金融機関からの資金調達が円滑化。
　赤字中小法人においても、将来の利益計上を目指して
必死に経営に取り組む努力を促進する効果。

　平成22年12月16日「平成23年度税制改正大綱」
が閣議決定しました。その中から経済産業省関係の
税制改正を中心に、その概要を一部抜粋しお知らせ
します。　なお、大綱の全文は下記のURLで公開さ
れていますので、詳細はこちらを参照ください。
http://www.meti.go.jp/maqin/downloadfiles/zeise23/
101216a03j.pdf

　【経済成長及び雇用確保を実現するための制作税率の
充実】
　　⑴「アジア拠点化推進税制」の創設　（略）
　　⑵グリーン投資税制の創設（所得税・法人税・法人
住民税・事業税）
　平成22年６月に閣議決定された「エネルギー基本計
画」及び「新成長戦略」を踏まえ、エネルギー安定供給
の確保と低炭素成長社会の実現を目指す。そのため、三
振の技術を駆使した効率的な省エネ・低炭素設備や再生
可能エネルギー設備への投資（グリーン投資）を重点的
に支援する「グリーン投資減税」を創設する。
　〈グリーン投資減税の概要〉
　エネルギー起源CO₂は異種打つ削減または再生可能エ
ネルギー導入拡大に相当程度の効果が見込まれる設備な
どを取得した場合の30％特別償却または法人税額（所得
税額）の７％特別控除（中小企業のみ）。据置期間：３
年間（平成25年度末まで）。
　なお、現行のエネルギー需給構造改革推進投資促進税
制は廃止。
　　⑶事業用太陽光発電設備に係わる課税標準の特別措
置（固定資産税）（略）
　　⑷雇用促進税制の創設（所得税・法人税・法人住民
税・個人住民税）
　「新成長戦略実現に向けた3段構えの経済対策」（平成
22年９月10日閣議決定）を踏まえ、雇用を促進する観点
から、企業の税負担を軽減する措置を講ずる。
　〈改正概要〉
　適応期間：３年間（平成25年度末まで）。当該年度中
に従業員のうち雇用保険の一般被保険者の数を10％以上
かつ５人以上（中小企業者などは２人以上）増加させる
などの要件を満たす事業主について、増加１人当たり20
万円の税額控除ができる制度を創設する。（表参照）
　〈具体的な手続き〉
　①企業は事業年度開始２ヶ月以内に、目標の雇用増加
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「グリーン投資減税の創設」「雇用促進税制の創設」など



　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長、日印産連）の新
年交歓会が１月７日東京・虎ノ門のホテルオークラ「平
安の間」で開催され、来賓、印刷・同関連業者ら約850
人が新年の門出を祝いました。席上、猿渡会長は「柔軟
な考えを持って、ビジネスモデルを見直していくことが
印刷産業の重要な課題となる」と挨拶しています。また、
経済産業省の石黒憲彦商務情報政策局長が祝辞を述べま
したので、合わせて紹介します。
　●猿渡会長の挨拶
　「昨年は、米国発の電子書籍事業がいよいよ日本でも
スタートする、と年頭から騒がれていました。国内での
iPad の発売から、携帯電話、出版、印刷分野から多くの

参入が報じられ、各社それぞれが電子書籍への取り組み
を始め、電子書籍元年となりました。
　ここ数年メディアの多様化が進みネット、モバイルの
普及により印刷メディアからネットへという傾向は確実
に進んでいます。ただ、書籍印刷、商業印刷にしても紙
か電子化ということではなく、それぞれの特性を活かし
たユーザーへのメリットを提供すべきでしょう。印刷業
界が培ってきたノウハウは必ず必要とされるはずです。
　家電エコポイント制度、エコカー減税などの施策に

　●教育セミナー
　パネルディスカッション
　「見える化から始める収益改善」
　愛印工組教育委員会では、見える化を実践
している企業の代表者を招き、自社の取り組み
とそこに至る経緯、そして、経営理念を語って
いただくとともに、適正競争に向けた業界への
提言を行います。経営者・管理者は勿論ですが、
社員の方々にも是非お聞きいただき、実践して
いただきたい内容です。
　開催日時：平成23年２月18日㈮／10時～12時
　会場：ウインクあいち９階902会議室
　　　　名古屋市中村区名駅4‐4‐38
　　　　TEL052(571)6131
　〈パネリスト〉
　佐竹一郎氏（大東印刷工業株代表取締役／全
印工連教育・労務専門委員会委員長）
　作道孝行氏（作道印刷㈱代表取締役／全印工
連・教育・労務専門委員会副委員長）
　松岡祐司氏（㈱アサプリホールディングス代
表取締役／全印工連教育・労務専門委員会委員、
愛印工組教育委員会委員長）
　〈コーディネーター〉
　花房賢氏（社団法人日本印刷技術協会研究調

査部チーフリサーチャー／全印工連教育・労務
専門委員会特別委員）
　参加費：全印工連組合員１人1,000円、一般
１人3,000円
　●マーケティングセミナー
　「業態変革実践プラン　業態変革への挑戦」
　開催日時：平成23年2月22日㈫／18時15分～
20時30分
　会場：ウインクあいち11階1101号室
　〈講師〉
　極東印刷紙工㈱社長室長吉田重雄氏
　㈱真興社代表取締役福田真太郎氏
　㈱耕文社代表取締役社長長澤一成氏
　参加費：愛印工組合員１人3,000円
　　　　　一般　　　　１人5,000円
　〈講師企業紹介〉
　極東印刷紙工㈱　既存のノウハウと人材の力
で脱印刷の新規事業に成功。パッケージ印刷の
会社が開発した「正直百年」とは。
　㈱真興社　徹底した社内効率化とWEBシス
テムの導入で、「お客様の利益」を確保。受注
型営業から新規顧客獲得型へ。
　㈱耕文社　老舗の看板に頼る待ちの営業スタ
イルを改革。「長澤販促塾」を立ち上げ販促支
援と印刷物のセット提案で成功。
　（参加申込書は「愛印工組ホームページからダ
ウンロードできます。是非ご参加ください。）

よって上向いた景気も一時的なものですが、日本の産業
界からはハイブリッドカー、スマートフォンなどのヒッ
ト商品が生み出されています。これらは、高いスペック、
高い品質であるというだけでく、顧客の真のニーズを探
り当て、タイミングよく、安価に提供できたからこそ
ヒットしました。顧客のニーズをいかにきめ細やかに把
握するかが重要なのかがわかります。
　印刷会社は商品開発や広告宣伝など、新たな商品が世
に出る前から顧客企業から相談されることが多くありま
す。そうした点から、真のニーズを見極めていくことが、
印刷産業の発展に大きな効果をもたらすといえます。
　一部では企業業績の回復傾向がみられるとの発表があ
るが、我々の業界はまだまだ厳しい状況が続き、多くの
課題を残しながら新年を迎えています。
　日印産連としては、これまでの環境問題,認定事業課題
に加え、本年から市場環境の変化にいかに対応していく
かという課題に取り組んでいます。今秋には、新しい印
刷業のこれからを示す『印刷産業ビジョン』を発表しま
す。厳しい状況の中、会員企業が的確に市場変化を捉え、
技術開発、商品開発を進め、業務拡大が図れるよう精度
の高い情報を提供し、他産業に負けない競争力を発揮で
きるよう、積極的に事業を進めていきます」。
　●経済産業省石黒憲彦商務情報政策局長の祝辞
　「印刷産業は典型的な受注産業であり、景気を良くす
ることが成長の鍵となります。我々としては『新成長戦
略』として景気を良くし経済を成長させていこうとして
おり、現在、法人税率５％引き下げ、中小企業の軽減税
率18％から15％への引き下げが決定しています。経済産
業省としては中小企業のものづくり強化としての予算を
組んでおり、資金繰り体制についても万全を期していま
す。我々の仕事は皆さんの事業関係を良くしていくこと
であり、今年も引き続き民主党政権の下で成長戦略と景
気対策を実行していきます。
　昨年のエポックメイキングとして電子書籍元年が上げ
られ、また、IT分野においてはクラウドコンピューティ
ング元年としても話題になりました。この１年間の間に
大きな技術革新が始まっており、このような変化の時に
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日印産連新年交歓会

日印産連猿渡会長と
経済産業省石黒商務情報政策局長の挨拶

はさまざまな派生事業が発生します。電子書籍の中核を
担うのは印刷産業であり、これから新たなビジネスモデ
ルをつくっていけるかが正念場となるでしょう。皆さん
とともに、印刷産業の新しい成長の輪を、どのように描
いていけるか検討して行きたいと思います」。

　昨年10月に開催しました「第１回ポスター
グランプリ」の作品集が出来上がりました。作
品集には、グランプリを始め、優秀賞、特別賞、
協賛会社賞、および入選作品など、127点が収
録されています。
　作品集巻頭には髙井昭弘理事長の刊行の挨拶、
末尾には高北幸矢審査委員長の言葉とポスター
グランプリ表彰式などが掲載されています。
　「環境保護」をテーマとした作品に、いま一
度触れることができる作品集になっています。

「第１回ポスターグランプリ」作品集

猿渡会長 経済産業省・石黒局長

【セミナーの案内】
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はさまざまな派生事業が発生します。電子書籍の中核を
担うのは印刷産業であり、これから新たなビジネスモデ
ルをつくっていけるかが正念場となるでしょう。皆さん
とともに、印刷産業の新しい成長の輪を、どのように描
いていけるか検討して行きたいと思います」。

　昨年10月に開催しました「第１回ポスター
グランプリ」の作品集が出来上がりました。作
品集には、グランプリを始め、優秀賞、特別賞、
協賛会社賞、および入選作品など、127点が収
録されています。
　作品集巻頭には髙井昭弘理事長の刊行の挨拶、
末尾には高北幸矢審査委員長の言葉とポスター
グランプリ表彰式などが掲載されています。
　「環境保護」をテーマとした作品に、いま一
度触れることができる作品集になっています。

「第１回ポスターグランプリ」作品集

猿渡会長 経済産業省・石黒局長

【セミナーの案内】
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　愛知県印刷工業組合が後援する新
春恒例の「光文堂新春印刷機材展」
が、１月21，22の両日、名古屋市中
小企業振興会館（吹上ホール）にお
いて開催された。
　初日の９時半より会場入り口にお
いてオープニングセレモニーが開か
れ、主催する㈱光文堂讃岐秀昭社
長の挨拶、髙井昭弘愛印工理事長ら
来賓の挨拶が行なわれた後、テープ
カットを行い展示会がオープンした。
　機材展は、出展70社300小間の規
模で開催され、各社より自慢の新鋭
機を始め、関連機資材、ソフトなど
が展示された。両日共に好天に恵ま
れ、大勢の見学者が詰め掛け、お目
当ての製品の見学と情報収集に余念
の無い見学者が目立った。また、併
催されたコラボレーション展におい
ても、展示製品の説明に真剣なまな
ざしで聞き入る姿が印象深かった。
　㈱光文堂の発表によると、来場者
数2,020社、8,300名が訪れた。

　今回、㈱光文堂から新製品６機種
が出展された。その中で特に注目を
集めていたのが、高機能デジタルラ
ベル印刷機「KBD XEIKON」である。
デモンストレーションで説明のあっ
た特色を紹介してみると、必要なと
きに必要なだけを生産できるジャス
トインタイム生産、多品種少量対応、
宛名やナンバーリングなどのバリア
ブルデータに対応、印刷物の内容は
同じでも表現方法が違うバージョニ
ング印刷、異なる内容の印刷物を連
続して印刷ができる、などが強調さ
れた。また、環境に易しい独自開発
のトナーについてもアピールがされ
た。生産性と印刷品質が同機の大き
なポイントである。

　・タッチ式デジタルサイネージ
「TOUCHANGE(タッチェンジ)」
　・ダイレクトインクジェットプリ
ンタ「KBD SUPER ダイレクト」
　・フレキソ・レータープレス用版
貼機「KBD 版ピタⅡ」
　・ビジネスフォーム用全自動検査
装置「KBD チェックマスターBF」 
　・シール・ラベル用全自動検査装
置「KBD チェックマスターライト」

■平成23年新春「印刷と関連業界新

年互礼会」を無事済ませることがで

きました。大勢の皆様方に参加いた

だきお礼申し上げます。テーブルを

囲んでのビュッフェスタイルの形式

が定着し、親睦と情報交換に花が咲

き、新春にふさわしい互礼会となり

ました。ただ、挨拶が長すぎるとか、

いろいろご意見を頂戴しております

ので、次回開催の参考にさせていた

だきたいと思っております。

■互礼会に合わせて行いました坂本

先生の講演内容は、次号において詳

報の予定です。ご期待ください。

－ 14 － － 3 －

事務局だより

巻頭言

　年があけてもなお、経済も政治も混沌とした

状況が変わりそうにない今、組合員の皆様方も

大変苦労されていることと思います。（当然僕

もその一人ですが）

　メディアの主導権が、紙媒体から電子媒体に

移り変わり、いったいこの先どうなるのか、ど

う変わったらいいのかなど、考えているつもり

が、実は悩んでるだけで何も考えていないとい

う自分にあきれている毎日です。

　ただ、最近考えていることに「効率と無駄」

ということがあります。

　社内会議で「効率をよくしよう」「無駄をな

くそう」なんていう言葉がよくでてきます。

　言葉としてはとても気持ちがいいんだけど実

際は…？

　いろんな案が出てくるんですが、身勝手なこ

とばかり。

　どういうことかというと、自分の所属する部

署だけの効率を求める話ばかりなんですね。

　そうすると他の部署の効率を悪くする、ひど

いときは、お客様に自分のとこの効率を押し付

けようとする始末です。

　「ちょっと待ってよ！」「おかしくない？」

そんな言葉を待っているんですがなかなか出て

こない。仕方なく口出しをするしかなくなりま

す。

　「お客様の効率を良くするために僕たちは無

駄をしましょう」こんなことを言ってしまいま

した。でも、意味は分かってもらえたような気

がします。

　聞いた話ですが、人間の23対の染色体に入っ

ている遺伝子は、90%意味のない羅列で、遺伝

情報を持っているのは10%もないそうです。

　逆に大腸菌の遺伝子は無駄がなく、ほぼ

100%遺伝情報を持っているそうです。そのた

め、大腸菌は何億年？もの間全く進化がなく

ずーっと同じ形をしているそうで、無駄のあ

る遺伝子を持っている（人を含めて）生き物

はどんどん変化していくそうです。

　そんな話を聞くと、「無駄」も、なかなか捨

てたもんじゃないよなって思ってしまいます。

皆さんはどういう風に考えますか？

「効率と無駄」

マーケティング委員長　鬼頭　則夫

■愛印工後援
㈱光文堂主催「新春印刷機材展」
大勢の見学者で連日賑わう

■愛印工後援
㈱光文堂主催「新春印刷機材展」
大勢の見学者で連日賑わう

28社出展の「コラボレーション展」に注目！28社出展の「コラボレーション展」に注目！

会場風景「KBD XEIKON」

コラボレーション展
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